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…書 … さん 様
86ページの説明では「なさる」を尊敬，「いたす」を普通と一慈正しく区溺しているにもかかわ
らず，表では「いたす」が尊敬になっているという不一致もある。
そもそも動調と名詞を同じカテゴリーで分類しようというのが無理である。動詞の部分は，少な
くとも次のように修鉦する必要がある。
謙譲　語 普通の形 尊敬藷
いる，おる いる いらっしゃる
まいる 来る，行く いらっしゃる
いただく 食べる，飲む めしあがる
一申す 言う おっしゃる
一いたす する なさる
4．文法上の問違い
　例文中に現れる文法上の間違いには次のようなものがある。
4．1．非自制性術語（non－controllable　predicate）の目的語をマークする格
　次の各文に現れる融勺語を＝r　一クするrを」はすべて「が」と改めるべきである。
あなたは　これを　わかりますか。こ22］
日本藷を　まだ　わかりません　でした。［64］
私は　アイスクリームをたべたいです。［63〕
かんじ　を　わかりません　ので（キリル文宇）［75］
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　「できる」の自的語は「を」でなく「が」で記されている〔76］が，次の文の場念「は」のほう
がよいようである。
　　にほんごで　よむ　ことが　できません。（キリル文字）［75〕
　81ページで「じょうず」「へたJr好きJf嫌い」の冒的謡が「が」をとるという正しい説明がな
されているのに，「わかる」「～たい」の場合にどうして同じ理解が及ぼなかったのであろうか。
4．2．　「…を　…といいます」
　モンゴル語の表現がそっくり日本謡に反映されたのが次の間違いである。「を」はすべて「はj
に改めるべきである。
　　わたし　を　すずき　と　もうします。（キリル文字）［18］
　　わたしの　ともだちを　ユラといいます。［34］
　　りんごを　モソゴルごで　なんと　いいますか。［44］
　　りんごを　モンゴルごで　AJIMMと　言います。［44］
　　わたしの　なまえを　バヤルといいます。［50］
　　あなた　の　なまえ　を　なん　と　いいます　か（キリル文字）こ59］
　　私を　山田と　もうします。£80］
4．3．　「は／が」の問違い
　まず中立叙述の「が」の用法の間違いがある。次の「は」は「が」とすべきである。
　　きのう　ゆきは　ふりました。［51］
　中立叙述のジが」がすべて間違っているわけではない。次の2例は正しい。
　　手紙　が　来た。（キリル文字）［85］
　　冬　休み　が　始まった。（キリル文字）［85］
　次の2例はヂ私のへや」へ案内している場面での表現である。10階建てのアパートの5階にエレ
ベーターで案内して来た後の文が次のようになっているが，「は」はrが」とすべきである。
　　エレベーターの　ちxうど前は　私の　いえです。［72］
　　入ると　左側は　私の　へやです。［72］
　同じページに次のような文がある。部麗の中を説明しているのであって，「ラジオ」や「テレビ」
が話題になっているのではないから，「は」は正しくないし，主語は場飯を表す語句の後ろに置く
べきである。
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　　ラジオは　本だなの　左に　あります。［72］
　　テレビは　ソファーの　側の　つくえの　上に　あります。〔72］
　聞き手にとって新しい清報がどれであるかが著者には正しく認識されていない。次の例は「は」
とすべきところを「が」としたものである。既出の名詞を受けるのは「が」でなく，「は」である
ということを著者は正しく理解していない。
　　ドルジさんは　むすごが　四人います。こどもがみんな　うまに　のる　ことが　じょうず
　です。［80］
4．4．　rは」の用法の間違い
　次の2｛列では，否定文では「を」よりも「は」のほうが自然であるということが忘れられている。
　　いいえ，この本を　よみませんでした。［44〕
　　この　みず　を　のみたく　ありませんでした。（キリル文字）［78］
最初の文における「よみませんでした」というのも正しくないが，これについては後述（4．9）す
る。
　対比にも「は」が用いられるということが著者にはよくわかっていないらしい。次の「を」は「は」
に改めるべきである。
　　ラジオ　を　聞きます　が，テレビ　を　見ません。（キリル文宇）［76］
　次の文における「を」もドは」に変えるべきである。
　　一　あの一，バヤルさん，食どうへ　行きませんか。
　　一　すみません，先生。ひるごはんを　もう　いただきました。［91］
　次の文には「は」がないと落ち着きが悪い。
　　ウランバートルは　3月に　さむい　です　けれども…［91］
4．5．格助詞の用法
　「や」という助詞は本書には現れないが，次のような文を見るときわめて大事であることがわか
る。また「都市」というのは「町」とすべきであろう。
　　とちゅうで　都市と村が　晃えました。［64〕
　「見る」という動詞の対象は「へ」でなく「を」である。
　　した　へ　みる　と（キルル文字）［65］
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　　へやの　まどから　下へ　見ると　大きい　にわが　見えます。［72］
　自動詞のうちで動きを表現するものに「を」を要求するものがあることはよく知られた事実であ
り82ページにも一部触れられている。しかし次の文をみると著老はこのことを十分理解していない
ようである。最初の文の「に」，2番fiの文の「で」はドを」とすべきである。
　　たてものの　前に　絹が　　ながれます。［72］
　　規の　むこう側に　もり　が　見えます。あそこで私は　いつも　だれか　といっしょ　に
　さんぽします。［72〕
　「ながれます」は「ながれています」とすべきである。これについては後述（4．9）する。
　同じ用法を表す格助詞は「の」を除いて一つの節の中に一つしか現れないという一般的な鰯約が
ある醜次の文の最初の「に」は不要である。「上げます」はすでに述べたように仮名書きにすべ
きである。
　　しりあいの　人に　みんなに　話して　上げます。〔81］
　次の文における「の」は間違いではないが，なくてもよいものである。
　　わたしは　あさの　七じに　おきます。［SO）
　　ひるの二じに大学の　しょくどうで　しょくじ　します。［51〕
類似した表現rO眉のOHjという書い方をするモンゴル人に会ったことがある。両方ともモソゴ
ル語からの書藷干渉の結果起こった現象である。
　関係節の主語はモンゴル語ではすべて属格で表されるため，それと対応する「の」に限定したの
かもしれないが，本書では次のようにすべて「の」で表されている。これはもちろん間違いではな
いが「が」の例も必要である。
　　わたし　の　きらいな　おんな（キリル文字）［81］
　　わたし　の　すきな　せんせい（キリル文字）［81］
　　あなた　の　よむ　ほん　は　どれ　です　か。（キリル文字）こ84］
　　わたし　の　よんだ　ほん　を　よんで　ください。（キリル文字）〔85］
　　せんせい　の　おしえた　かんじ　を　いま　れんしゅう　して　います。（キジル文字）〔85⊃
4．6．　「そこ／あそこ」
　聞き手の眼前に存在しない場所を指し示すときは「あそこ」ではなく「そこ」でなけれぽならな
い。事物の場合は「それ」でなけれぽならない。これらを「あそこ」「あれ」で表現するという共
通の間違いが外国人日本語話者に見られる。本書でも，ことごとく間違っている。
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　　うえの　どうぶつえんは　おもしろいでした。　あそこで　パンダを見ました。［64］
　　私たちの　アパートの　後ろに　大きくて　たかい　たてものが　あります。あれは　学校で
　す。［72］
　　川の　むこう側に　もり　が　見えます。あそこで私は　いつも　だれか　といっしょに
　さんぽします。［72］
　　私は　あそこで　はじめて　ばにゅうしゅを　のんで晃ました。［80］
　　ドルジさんのおくさんは　しろい　のみ物を　上げました。これは　ぽにゅうしゅ　でした。
　［81］
「おもしろいでした」は「おもしろかったです」，「のんで冤ました」は「のみました」とすべきで
ある。これらについては後述（4．12，4．9）する。
4．7．　「あげる／くれる」
　次の文における受益者は「私たち」であるから明らかに間違いである。モンゴル語では「あげる」
も「くれる」も同じ語で表現されるので，こういう間違いが起こりやすい。文法の説明では著者は
正しく解説しているのに，実際の例文ではこういった闘違いを犯してしまっている。
　　ドルジさんのおくさんは　しろい　のみ物を　上げました。⊂81コ
　次の文自体は間違いではないが，主諮が「私」のつもりなら「教える」の後に「～てくれる／く
ださる」が必要である。
　　せんせい　の　おしえた　かんじ　を　いま　れんしゅう　して　います。（キリル文宇）［85］
4．8．　ボイス　（Voiee）
　受動文は1巻では取り上げられていないので著老には酷であるが，やはり無視できない。モンゴ
ル語にも受動文が存在するが，使用頻度は日本語より低い。次の文はモンゴル藷をそのまま日本語
に訳したもののようである。
　　私を　ともだちが　しょうたい　しました。〔63］
　　だれかが　よびました。［63］
　前者は「ともだちが　しょうたいして　くれました」とすべきである。後者は空港で迎えの人を
探しているときの表現なので，「だれかに　よびとめられました1あるいはヂだれか　よぶ　ひと
が　ありました」とすべきである。
4．9、　アスペクト（Aspect）
　本書では「～ています」の説闘として現在進行形の用法しか挙げていないが，臼本諏こは習慣を
表すときにも「～ている」の形式を使わなけれぽならないものがある。次の文は単独では乗来形と
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解釈できる正しい文であるけれども，対応するモンゴル語訳や著者の意図から判断して正しくない。
　　あなた　は　えいご　を　ならいますか。（キリル文字）［17］
　　はい，わたし　は　えいご　を　ならいます。（キリル文字）［17］
　　コンピューター　センターで　はたらきます。（キリル文字）［34］
　　私は　モンゴル語を　習います。［803
　現在の状態を表すとき「～ている」の形式を使わなけれぽならないものがある。
　　私は　つくえの上に　美しい花をかざります。こ72コ
　　たてものの　前に　川が　ながれます。［72］
　次の文は否定の場合である。最初の文は「よんでいません」，2つめの文は空港で迎えに来てく
れた人を探す場面での表現であるから，「来ていませんでした」とすべきである。
　　一一　この　本を　よみましたか。
　　一　いいえ，この本を　よみませんでした。これから　かいましょう。［製］
　　だれも　むかえに　来ませんでした。［63］
　ホ書では「～ておく」については触れられていないので，著者には酷であるが，次の会話はやは
り不自然である。「おぼえておく」という言い方でないと不融然である。
　　一　りんごを　モンゴルごで　なんと　言いますか。わたしは　もう　わすれました。
　　一　りんごを　モンゴルごでAJIIKMと　書います。よく　おぼえて　ください。
　　一　はい　よく　おぼえました。［44］
　次の文は「はじめて」があるために「～てみる」を用いるのは不自然に聞こえる。「のみました」
あるいは「のむことができました」とすべきである。「あそこで」は前述（4．6）のとおり「そこ
で」が正しい。
　　私は　あそこで　はじめて　ぽにゅうしゅを　のんで見ました。［80］
4．10．　「の／こと」
　次の文に現れる「こと」は「の」とすべきである。
　　旅行　する　こと　が　きらい　です。（キリル文字）［76］
　　ドルジさんは　むすごが　四人います。こどもが　みんな　うまに　のる　こと　が　じょう
　ず　です。［80］
　　うまに　のる　ことは　おもしろい　こと　です。［81］
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4．ll．普通体／丁蹴体
　従属節で普通体を使わなけれぽならない場合がある。次の文は普通体を義務的に使わなけれぽな
らない場合ではないが，教科書に挙げる文としては普通体にすべきである。「れきしてきの」は「れ
きしてきな」とすべきである。なお4。13を参照。
　　あるいて　いますと［63〕
　　いろいろの　れきしてきの　めいしょを　見ましてから［64］
　次の文は義務的に普通体を使わなけれぽならない場合である。r大きいか」と訂正しなけれぽな
らない。
　　『おおさか　は　東京と　おなじ　大きい』と　川村さん　が　言いました。どちらが　大き
　い　ですか。私はわかりません　でした。［64］
　前述のように，関係節，「～と思います」の構文において普通体を用いることは，著者は承知し
ているのに，上述の文における普通体の使用については著者は認識していないようである。
　普通体ばかりで書かれている文に，～文だけ丁寧体が混じったものがある［90コ。初級レベルの
文章としては避けるべきである。
　手紙の例として普通体で書かれた文章が採用されているこ90］が，好ましくない。普通体の文章
の例を挙げたいのなら臼記文を採用すべきであろう。話しことぽの場舎，普通体の採用はさらに困
難であり，適切な終助詞が可不足なく使われていなけれぽ不自然になる。友人宛の手紙文でも嗣じ
ことがいえ，る。
4．　12．活用
　前述したように本書ではイ形容詞の丁寧体過虫形の取り扱いが正しくない。
　　あついでした〔63］
　　うえの　どうぶつえんは　おもしろいでした。［64］
　　前から　モンゴルへ　旅行したい　でした。［80］
　次の文は，外国人日本語話老にはよくみられる間違いであるが，本書も間違っている。繰り返し
繊てくるので不注意ミスではない。
　　赤い　だ（キリル文字）［83］
　　ペン　は　赤い　だ　と　言いました。（キリル文字）［84］
　　スケートをやる　ことが　趨来るので　楽しいだ。［90〕
4．13．語形
　次の「の」は「な」とすべきである。
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　　いろいろの　れぎしてきの　めいしょ［64］
4、14、数璽蓑現
　数量に関する不適切な表現として次のようなものがある。「いちにちかん1の「かん」は不要，「六
つ」，「七つ」の「つ」は「冊1，「二日間」は「二臼かかって」，「おなじ」は「おなじように」ある
いは「おなじぐらい」，r二番羅」は「二通冒」あるいは「二翻霞」，「三番目」は「三階限資」ある
いは「三時間則とすべきである。
　　いちにちかん（キジル文字）［60］
　　ノートは　六つ　でしたか。いいえ，六つ　ではありませんでした。七つ　でした。［63］
　　私は　9月　7日にウランバートルを　でて，ペキンまで　二日間　きしゃで　行きました。［63］
　　おおさかは　東京と　おなじ　大きい£64］
　　先週，霜から　二番目の　手紙が　来た。〔86，90］
　　三番目　の　授業　は　日本語　の　授業　です。（キリル文字）［86］
嬬．｛5．　語の乱用
　次の最初の文における「たち」は省略可能である。2番顕の文の「たち」は不要である。
　　となりの　きょうしつは　一年生たちの　きsうしつ　です。［57］
　　一年生たちは　十人ぐらい　です。［57］
　次の例における「過ぎ」は不要である。
　　8時　20分　過ぎ〔67］
4．t6．講文上の闘違い
　次の間違いも外国人日本語話者に非常によく見られる間違いである。「思う」の主語と「招待す
る」の主語とが一致する場合は「～しよう」の形式でなけれぽならない。次の文で主節の主語と従
属節の主語とは，文脈から判断してともに「私」である。
　　今年は　川村さんを　モンゴルへ　しょうたいすると　おもっています。［64〕
この文型がすべて間違っているわけではなく，次の2つの文は正しいので，著者の不注意ミスかも
しれない。
今年は　学生の　ほようじょへ行こうと　思う。［90〕
また　君に，　手紙を　書こうと　思う。［90］
次の文は必ずしも聞違いとはいえないが，本書では触れられていない「～たり，～たりする」あ
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るいは中慮法の「音楽　を　きき，ダンスをして…」という表現にすべきである。
　　音楽を　きいて　ダンスをして　時間を　楽しく　すごします。［90］
5．省略可能性
　日本語には省略できない要素がある。次の文でH的語を省略することはできない。県体的な名詞
がない場合でも「水が」という語が必要である。12＞
　　のど　が　かわいて　のみたく　なりました。（キリル文字）［76］
　逆に同じ要素を繰り返さないという特徴もある。次の文における2番霞の「馬乳酒」は不要であ
る。
　　馬乳酒　に　ついて　聞いた　こと　が　あります　が，馬乳酒　を　飲んだ　こと　は
　ありません。（キリル文字）［76］
6．表現
　学生を主体にしているときに，ヂ休む」という動詞は正しくない。r休みです」とすべきである。
三月八日は国際婦人デーという休臼であるから，「休みでした」が正しい。なお，次の文章の最初
の「土曜日」は「金曜日」としなけれぽ矛盾する。
　　学生たちは　月曜日から　土曜日までべんきょうします。土曜日と　臼曜臼は　やすみま
　す。さいじつは　やすみます。三月八日は　やすみました。［57］
　自分の家への案内の文に次のような文がある。自分の部屋にあるものを「見えます」で蓑現する
のは奇妙である。窓から見えるものについてなら不自然ではない。次の2つの文を比較されたい。
最初の「見えます」は「あります」とすべきであろう。2つめの文の「下へ」はすでに述べたよう
に「下を」が正しい。
　　まどの　側に　茶色の　かべに　美しい　え　が　見えます。［72〕
　　cf．へやの　まどから　下へ　晃ると　大きい　にわが　見えます。［72］
　　次の文はYので」の荊と後との関係が不自然である。「三か月ぐらいしかH本語を　ならって
　いませんので」とするとよくなる。
　　私は　三か月ぐらい　B塞語を　ならいましたので　目本語を　まだ　わかりませんでした。
　E64」
　箱の中にあるお金について尋ねている文で次の言い方は少し変である。「しますか」を「買いま
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すか」に変えるか，「このお金ををどうしますか／どうするんですか」にすべきである。
　　この　お金で　何を　しますか。［73］
　次の文はいろいろな問題があるが，既に述べた（2，4．H）部分以外に，初級レベルの教材に用
いるのは適切でないと思われる「やる」が用いられている。rする」に改めるべきである。
　　スケートをやる　ことが　出来るので　楽しいだ。〔90］
　教師が休憩時間に学生と会って，再び授業で会う場合に言う表現としてはいろいろあろうが，次
の言い方はβ本語らしくない。「では，また授業で」ぐらいにすべきである。
　　では，じゅぎょうまで　さようなら。［91〕
7．語魏選択
　「都市」に対するのは「農村」が普通である。しかし，この文脈で「都市と農村」はおかしいの
で，「町や村」とすべきであろう。「と」でなく「や」であるということも大事である。
　　とちゅうで　都市と村が　見えました。［64］
　「古い」と呼応するのは「都」である。
　　京都は貝本の　ふるい　しゅ都です。［64］
　「たびたび」を用いるスタイルではないようである。rよく」と改めれぽよい。
　　私は　そこに　すわって　たびたび　ざっしをよみます。［72］
　「民族祭H」　という日本語はない。「民族祭典」　ぐらいに．したい。
　　7月10日は　モソゴルの民ぞくさいじつ　です。［80］
　謙譲語の例文として次の文が挙がっているが，rいたす」と「僕」「です」の文体が合っていない。
「私」「ございます」とすべきである。
　　勉強　いたして　いる　者は　僕　の　弟　です。（キリル文字）［87］
　本書には「日本語を習う」という言い方が頻繁に用いられている。ジ勉強する」というほうが普
通であろう。
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8．語彙
　文脈を離れて次のような不適切な語が語彙リス稗こ書かれている。右のように改めるべきである。
「にゅうちゃ」はB本語として熱していない。「スーテー・ツァイjはさらに熟していないけれど
も，ここではそうするしかない。あるいは「ミルクティー」とでもするしかない。「みどりちゃ」
は「緑」の音読みを誤った雷い方である。「くうこうじょう」という日本語は存在しない。「れきし
てきの」はすでに述べたように（4．13）語彙というより文法上のミスである。「おとうさん」「お
かあさん」と並べるのであれぽ，「にいさん」「ねえさん」よりは「おにいさんJrおねえさん」と
すべきである13）。「じびき」というのは既に古めかしい表現である。rじしょ」も前述（2）のように「字
書」ではなく「辞書」である。「しんだい」も古風すぎる雪い方である。
ページ
16
28
62
63
68
68
71
71
80
にゅうちゃ（キリル文宇）
みどりちゃ
くうこうじょう
れきしてきの
にいさん
ねえさん
じびき
しんだい
せいふきゅうでん
スーテー・ツァイ
リよくちゃ
くうこう
れきしてきな，れきしじょうの
おにいさん
おねえさん
じしょ
ベッド
せいふちょうしゃ
9．説明不足
　間違いではないが説明不足のため，正しく使えるようになるかどうかが危ぶまれるものがある。
　「もどる」，「もどってくる」，「かえる」，「かえってくる」の違いがこの説明ではわからない。ま
た「でんわを　かける」と「でんわする」，「でんわで　はなす」の区別がこの説明からはわからな
い。
ページ
　63　　　もどる
　63　　　かえって来る
　70　　　でんわをかける
6yllax
6y取axく　　up3X
yTcaap　　兄P猛x
lo．誤訳
　次の訳では「妹」「弟」になってしまう。それぞれ群は不要である。
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ページ
　94　　　女性
　94　　　男性
3M3rT3媛疋YY
3P3rT3難AYY
ll．その他
　67ページに著者霞身が混乱している記述がある。
　ある分（ふん）llYTyy　6a搬a（不足している）というのを「過ぎ」，　eHrePE　6a触＆（過ぎてい
る）というのをヂ前」という。その際，AyTyy　6磁Ha（不足している）というのは蒋（じ）の
前単に，eHrepg　6aima（過ぎている）というのは時（じ）の後半に関していう。
　この文の前半だけ読むと，日本語の「過ぎ1と「前」とが単に逆になっているように毘えるが，
続けて読むと事実と反することが書いてあることに気付く。全体を次のように改めなけれぽならな
い。
　ある分（ふん）eHrepg　6a撫a（過ぎている）というのを「過ぎ」，　EYTYy　6aSiaa（不足して
いる）というのを「前」という。その際，eHrepg　6aPtHa（過ぎている）というのは時（じ）
の前半に，颪yTyy　6a湘a（不足している）というのは時（じ）の後半に関していう。
12．漢字
｛2．1．㍊読みを音読みと間違っているもの
　「閥」［47］「七」〔4刀
t2．2．音読みを翻読みと間違っている壱の
　　「茶」　［56］　「葭芽＿1　［70］　ド毎」　［93］
12．3．音読みが記されていないもの
　「臼」［55］「秋」〔61］「Jli3［61］「村」［61］「花」［69］　rff」［77］「広1［77］略」〔88］「冬」
［88］「春」〔89］「耳」［92］「森」［92］「爾」〔92］「雪」［92〕r名」〔94］
12．4．　訓読みが記されていないもの
　「都」［62］「民」［77］ヂ共」〔77〕「出」［78］「平」〔78〕「元」［89］「社」［93］
｛2．5．音読みが間違っているもの
　　「縫ヨ＿1　［77］　r・〔二♪＿1　［77］　「子」　［92］
12．6．音読みと訓読みに同じ読み方が記されているもの
　　「天」　［89］　「気」　〔89］　「字」　［94］
｛2．7．音読みを訓読みと聞違っているために調読みが記されていないもの
　Y毎」［93］
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t2．8，訓読みを音読みと間違っているために音読みが記されていないもの
r戸」［93〕
t3．誤植
ページ
14
16
50
66
67
76
77
79
80
91
COTO　CAMY簸耳9C
UY
とまだちに
xaPbnaa
y
KOTo　ro　AgK璽PY
ロク（圏）
あとずれる
このさいじつはを
XKMMAEO
COTO　BA　CAMY擁瓜3C
3Y
ともだちに
xapvallaa
Y
KOTO　rA瓜3KKPY
コク
おとずれる
このさいじ．つは
簸KthMAM慧O
　＿
A2
A3
　4
　冊h
》
＞6
　7
　8
puシア語の教科書では「う」をyで褒しているが，モンゴル語の音価からいってYで表すのは妥当であ
る。「お」は0で蓑さざるをえないが，モンゴル人の中には葬常に広い0を用いる話春がいて，「中瞳」
が「中学」のように闘こえることがある。こういう話者には農本語のゼ制をモソゴル語のyで発音す
るように指導する必要がある。
嬢達は音韻的には長母音であるが，語宋に現れ属格の語尾を添舶する際には二重母音と岡じ扱いを受ける。
例えば，双瓢潤貢の属格以3∬撒触は，HOX磁の属as　HoxoBHと瞬じ異形態がつき，　A胃の属格員wH磁Hと
は別の異形態がつく。r3PT頭（家がある）とrSPT33（霞分の籔で）とは同音意義語である。
モソゴル語のKは霞本語の「ん」とよく似た性質を持っていて後続の子音によって岡化を趨こす。羅本
語と違う点は摩擦音の前で［Rlを保っていることである。
モソゴル語のrには軟口蓋閉鎖音，軟口蓄摩擦音，口蓋錘閉鎖音，m蓋奨摩擦音などの異音がある。　H
本語のガ行音の子音は軟口蓋閉鎖音である。
Pシア謡の3，｝Kは鷹擦音であるから，醸本語を褒記するには瓜3，A）Kとせざるをえない。また，斑，
＞Kは反者音であるからB本語の調音点とは異なる。一方モンゴル譲の3，）Kは破擦音であるからこのまま
で田本語の「ず」「じ」の子音を正しく表記できる。N，双は臼本語の「し」「じ」の子音と殆ど間じ調
音点で発音されるのでこの表記も闇題はない。
「きょう」と「きお」の区洌を本書でe＊｝KEOとKKOで表している。子音に後続する豊Oという文字連続
はモンゴル語には存在しないし，班0という文字連続はtio：］を表すため，モンゴル人にはこれでも依然
としてあいまいであるが，これ以外の方法はなさそうである。「～ましょう」と「～ますよ」の区別もモ
ソゴル人には難しいようである。
後続要素が3モーラ以上の舎成語の多くは後続モーラの第1モーラ睡こ，アクセントがある。分かち書き
をすると，こういった事情がいっそう不朗確になる。
「～ましょう」はふつうは，複数の主語について用いられるので一fi（単数）または一uraaA（複数）で訳す
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　　のでは少し問題がある。「～ましょうか」は一xyy（単数）または一llraax　yy（複数）で訳すしかないが，
　　前者は「～ますか」も蓑しうるので説明が必要である。「窓を開けてあげましょうか」のr～ましょうか」
　　の例が挙がっていない，やはり例と説明が必要である。
9）終止形から語幹を取り出す一義的な方法がないことは，本文に示したとおりであるが，「～ます」形から
　　も一義的に取り出す方法もない。語幹の情報が得られるのは「～ない」形のみであるが，醸本語教育にお
　　いてこの形式から学習を始めるのは不自然であるため，通常そういうことは行われていない。辞書の形も
　　アクセントを鋼にすると「～ない」形で承すのが最も合理的であるが，不慶然であるため実行されていな
　　い。アクセントの面では連用形のほうが優れている。
10）「学校　で習った　こと」のrこと」は3憐∬「75」，「朝話した　ことを　忘れ　ないで　ください」
　　の「こと」はrc｝M〔85］と訳してあるように，関係節の被修飾語「こと」をモンゴル語で褒塊できないわ
　　けではない。経験を表す場合の「こと」はモンゴル語でHBfiaJI，　yAaa［82，86〕などで訳せる。91ページ
　　に「いなか　へ　行った　こと　が　ある」をXeAee　ABcaH　yAaa　6uPtと「こと」をyAaaを用いて訳して
　　いる。これは単にX曙eo珊c認とも言えるので「こと」とyAaaとが岡じだというわけではない。
　　　薪こと」とヂの」との使い分けはモソゴル語ではできない。本書では「の」の説明はなく，それを使うべ
　　き例文がことごとく「こと」になっている点が問題である。
11）　臼本語では一つの飾に「を」が一度以上規れないという強い制約がある。「に」についても間じで間接R
　　的語を表す「に」は一度以上現れない。r人に」の「に」を残すのであれば，£みんなに」を「全部」に蟹
　　き換えなけれぽならない。モンゴル語の場含はr人　みんなに」のような言い方しか評されないが，同じ
　　機能を持つ与位格を一つの節の中で一度以上使えないという点では9本語と岡じである。
12）英語のdrink，　wrke，　SI鷺okeなどは昌的語を明示しなくてもr酒を」「手紙を」「タバロを」という語が省略
　　されていることがわかる。翼本語ではこういった融勺語は省略できないし，モンゴル語でも省略できない。
　　著者は「のど　が　かわいて　のみたく　なりました」に対応するモンゴル語として昌的語のKOMを抵
　　弧付きで書いている。これを環本語に訳せば「何か」となる。
13）本書では，霞分の薗親や兄弟について語るとき，人の爾親や兄弗について語るとき，自分の両親や兄弟を
　　呼ぶときの3つの場合に分けて語彙が記されている。「にいさんjYねえさん」はこの第3番饅の場合の語
　　彙として挙げられているものである。
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